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木報は丸太求積法に於ける規格の統制 

が商取引 の公正、 連並に簡易を岡る上

(に緊要の こ : た る に 鑑み、技師 松井 善: 喜、 

技手 坪松 虎雄 を して本道に慣 用 の 諸 求 積 

法に就 さ其得失並 に 相互 の關 係 を 檢討 せ 

しめたるものにして、 實用上參考こ なる 

ご認め、ﾡに時報: して掲でる こ ゞ ・す。
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林學博士: 石原供三

序



緖 言

丸太求積法:北得失に就て

技 N 松 井 善 喜

技手坪松虎雄

目 次

ﾡ 言 .......................................... I

I 丸太求積方法の現況................................ ・… I

n 丸太求積方法ご共得失...................................... 2

m 平石法の正確度に關する旣往の調査成績................... 4

IV 野幌試驗林の トドマツ に關 する 調査成績................... 7

▼ 平石法に對する 檢討....................................... 14

(1) 直 徑 の 細 り...................................14

(2) 檢尺徑 の大小...................................17

(3) 檢尺徑 と 平均徑 との關係................................. 17

(4) 丸太材長の長短................................... 18

(5) 括 約............................ :.......... 18

( 6 ) 平石法 (に於 け ゐ 材積説差 の總括........................19

I 現行規格法に對する 檢討...................................22

MII 地況、林况、作業种並に事業集約度に依る 丸太材積の相違 24

W 樹種に依る 丸太材積の相違................................ 25

N 平石法、七九掛法ご現行規格法 と の關係................... 26

X結 論.............................................30

丸太材積を算定する のにゝ 官歴では メ ー トル法に依り 民間の取 

引で八、石単位を用ひ、且つ地方的にその計算法を異にする等、 

相互 の 關係が極 め てﾡ雑であ るから、 之が規格の統制 そるここ は 

商収引の公正、迅速並に簡易化よ り見て極めて"ましいここであ 

る。然し從來尺、石單位で取扱 ひ來った慣習 を急に ノー ・ル法で統 

一するここ は極めて困難で、殊に現行規格法は計算の面倒な割に正 

確度が大でないわ るから、本法を民間の簡単な小取引に普遍せし 

tるにはﾡ考厳の除地があ らう。かく メート ノレ法に依る統制の至難 

な現より本道林産物校査規程は従米通め尺、石單位を用ひ、不石

法 (未口自乗法、未口間知法、掛なし) に依つこのである。従ポ木 

道に於ては各官廳、民間ごる七九掛を川ひた剛係上、平石法に,對

しては同一 丸太カヾ從來 よ り % 2 割方過大に査定せ ら る ゝ等のﾡか ら 

杞憂的に反對する者も勘くない。從つて、これら求積法に於ける誤

差のﾡつ て起 a 諸因子 そ 系統的 に檢討 し、之が適用範画 を 明確にす 

ゐとご必ずし%徒ﾡでないから、妨に野幌試験林産トドマッに関 

する資料を継ご し、之に旣往の調査成績を緯と して檢対を試みた次 

第で ある。

I 丸太求積方法の現況

本道慣用の丸太求積法には次の諸法あ るが、その檢尺法は執れも 

等 し く 川ち 6 米又は20八未満の材では未口ﾡ面のルﾡ し最短直福

に依り、右以上の長材では中央部の最短直徑を川ひ、2箱又は寸括 

約の端數切捨 を 単位 と して居る。

(1 ) 現行規格法 (メー トル法)

本法メートルW位制で、大正十五年木材規格の •制定以來、園有
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どなる。 從って 丸太材積の査定に當 り 規格の統制は極めて望 ま し 

いが、。之には火の如き純々 の困難が伴ふ。

(1)現行規格法は共計算の煩雑な割に正確度が大でないからも 

本法 に依 て 簡易 な 民間 の 小取 引の 統制 を 岡 るこご 円 罪 でわる。

( 3 ) 軍Lな る規格の統制は地方的 な特殊の經濟事情 を無視 し,取 

引の簡易、山を反つて乱すﾡれがある。

(4 ) 平石法は實務の從事者には最 も簡易、迅速な る計算方法で、 

殊に檢尺徑寸軍位、材長八ﾡ位の従楽の石材樋に於て然 りであ る。

(5 ) 現行規格法 に代る べき 方法 として は 海野要氏 の 6n 以下の 

丸太 に ﾡ す a 計算 式がみる。 •

V=ム0.9d+4.0)* 10-1

V=丸太材私i. "= 檢尺徑 cm, /=材長m.

本式は靑森の楣* 秋田の形に就いて査定せるるので、規格法よ め 

一層簡易 で、正確度 %大であ ゐが、平石法に比すれば尙多少煩雜な 

嫌ひが ある。

'以上の諸勲か ら本道林産物ﾡ書に於て従來通 ) 沢、石単位 とせ

る 下石法を 用 ひるこど (に規定 されたので ある。

七九掛法は恒に不石法の799% に過 ぎないから、若し平石法が. 誤差 

の少良 法で あるな らば、態々之 に七九掛 け す る が如 き な 方法

(2) 八をメートルに換算 第2表

す る の に材長は 1 Ocm括約 な
消村く八)

改 正 材 長 
(* (

a低、次 の 樣 な 端数 そ 4:ず ゐ
G 1.90 0.27

上に、其換算数値は複雜で あ 9 2.s0 9.24

ゐ。 これに反し従來慣用の石 12 3.70 12.31
15 4.60 15.1S

材荷お め て傾利であ るから

容易にメー トル法ﾡ更し得ないo

林、御料林材に用ひられ、長さ 6m未湖の丸太材石けは校八径に大表 

の定数を加算せ る%のゝ 自乘の 8 制 に長 さそ飛じ、右以上の長材は 

中央部檢尺徑の 自 乘の 8 割 に長 さ z 采せ るるのである。

第 1 表

村 長 3m 未 滿 3m 未 滿 4m 未 滿 5m ポ 滿 Gm 木湖

定 數 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

( 2 ) 石法 (未口 自乘法、未口間知法、掛な し)

本法は本道の林産物協査並に東京市場の北洋材に仙川せら る。20 

尺未滿の丸太材積は檢尺徑の自乘に長さ を乘じて得られ、計算簡易

でわる。

(3) 七九掛 法

本法は メ - トル法探川前 に本道官照の 使用 しこるので、現商民 

同の取引に用ひ られ、且つ消水以西の市場に於ける北洋材並に荷着 

後の米材、南洋材にWする同業者間の取引に使用刑せらる。本法は前 

記不石法に依る算出価に 0.79 (精裕に言→ば0.7854、』ち/4) を 

采ぜ ゐ % ので、前記平石法は本法に對 し掛な し ご %稲せ らる。

( 4) 中央直徑八十掛の 法

本法は長材の林産物檢査に用ひられ、20入以上の丸太材石は中央 

檢尺徑 の自乗の8割に長さを飛じて得 ら れ、前記規格法 の長材ご 同 

一で あるo

I 丸太求積方法と其得失

丸太の材積計算法が斯の如く區々である為めに、 之が商取引に際 

し極め て煩雜なる關係が生ずる。例へぱ同一北洋材を取引す るのに 

東京市場と清水以西の市場とでは其の計算法を異にする為めに、平 

石法に依 る前者の相場の稱呼は七九掛法に依 る 後者よ り恒に 2 割安



第 5 表
に平石法は材積過大 と なるか ら 買手が損 をするご 言ふ樣な態度で排 

ﾡするとこ は何等論據の無い 事で あ るo

I 平石法の正確度に關する旣往の調査成績

平石法は從來民間慣用の最 %簡易な丸太求積方法であるか ら、之 

が正確度に開する往の研究る勘く ない。今之等を例示すればの

如くでわるo

(1) 帝室林野局の扁柏に關する調査に依れば、平石法は次表の

如く 長材程負 の 誤差率 が大 で す)る。

3 間 もの(19～ 21)八 12～13

徑で、5分括約である。

( 3 ) 清野要氏の研究結果は次表の如く、平石法は秋田の杉に對 

し て座か大で、青本め据にﾡ し て は稍々 過少な數値 そ 奥 る。

1 森ヒ
聲

2.1m 3.0m

賞 村 ﾡする 誤差率 %Cm

- 78- 43 (690)++

括孤内は供試丸太本數とす摘 災

+
+

1.2 (135
3.2 (160)
2.2 (384)

+
+

(45S) 
(224 

(s)
(690)

同

3.9 m

同

3.9m

秋mスギ 

2m

研 に

30以下 

32 ～ 50 

52 以 上 

合 計

1.0 (433)- 0.6.(233)
5.7〔279)+ 2.0 (c91) 
20(1054)- 19 (489.

- 13.2 (423)-15.4
+ 1.7 (256)- 2.G
+ 5.7 (11)- 1•2

- 5.。 (S3)-11.9 (342) 一 5.4 (2i0)

(4) 中村博士の樹太束大演習林に於ける トドマジ エゾマジ12

八%の に關す る 調査成績は次表の如く 不石法 ・ T材積 ・ の合致す る

寸目は13.3寸で、ホ以下の徑級は過小に、右以上は過大な材積を與

るが、不均して11.5%過少ごなつて居る。

第 6表

平石材積の實材積に對す a歩合 
(仙し七九掛ﾡ出価 を不石に換算す)

檢 尺 徑 (す 村税 步 合 (%)

4
5
G
7
8
9

10
11
12
13
14
15 

計

54.4 
0s.4
79.7 
84.8 
82.3
88.6 
SS.G 
90.3 
97.5 
9S.7

102.5
102.5

885

4

但し本調査の檢尺徑は平均直

第3 表

長 本 數依旧 央る 材役 積に 平石 法 村 税 課 差 率 (%

2.5 344 38メ2 3s3 + 0.26
3.0 551 795 777 - 2.30
3.5 26 51 4s - 5.88

(2) 山本博士の針葉樹丸
第4表

太14.913本、 淵葉樹北太912本

に關する調査成績に依れば、 丸 大 材 ﾡ 合我寸日(

T材種 ご 不石材積 と の 一致す 1間もの 邵.5～7.0)尺 
・

5

る寸目は第4表の如 くである。 2 間 も o(13～ 15)尺 9

を採らないで、掛なしで取•引した方が一層簡便なことは當然で、單



3.8m材に閲する研究結果は次表の如く不石法がﾡ材積ご合致する寸 

目は 33.8cm, 則ち11.1寸で、行以下は過少に、右以上は過大 と なら、 

不均11.2%過少ごなつて居る。但し本価は協人ﾡが不」ﾡで、1cm 

折約の場合である。

以上調在例 よ り明かなる如く、 不石法仙々の北太に就いてはi 

徑及び材長の大小に依つて可成の土の誤差を與ふるが、 総折的調差 

は比較的僅少である。

第 7 表

平石材積の實材積に對す る 歩合 

c仙 し七九掛ﾡ出価を不石にﾡ算す

IV 野幌試験林の ト ドマツに關する調査成績

A調査方法

供讃 ・ド ッはM和11年10月4nの大ﾡ風雨に依り野幌試験林に 

殺生 し に風倒木192 本 ご 樹幹折解木 66 本で、地上高 0.3,1.3, 3.3m 

以下2m毎の各測ﾡに就き前者はラープ測定せるﾡルよ 、後者は

最長徑と之に直角なる直徑の平均値よ り 夫々 期面積を求め、これそ」 

Im 折約(4捨5入) の各樹高階に集算 して算術平均 し a に之ょ り 

逆算せ る 平均樹幹に就て査定 した 2m毎の測ﾡ問の直ﾡ差を以て、 

丸太 3・7m 材の 2m常直ﾡの細り ごﾡ定したのである。供試木は常 

試驗林の各布地况 、 林況にﾡて帰るから、資料けは多くないが、略々 

標準を得たる本均価ご見て大過ないご思ぶ。供試木は北海道、様太 

產針葉樹立木材積表に發表せる如く、樹高曲課庶々 中庸、胸商並目 

通形數稍々過大、細済齢七十数年内外のるの多 く、他面 ・ドマ ッの 

分布並にに本林の立地ﾡ件より見るる、 育状況が座か偏す る徹があ 

ゐから、本資料のみ に依て本道、樺太産針葉樹丸太 を 律す aこごの 

出楽ないの は勿論で あ ゐ が、旣往の諸調査成績 を 感照 し て。丸太求 

積法に於け る誤差の原因を系統的に檢討する こごは必しる徒隔でな 

いと思ふ。次に右算出方法の適否に關してニ、三檢討を加へたい。

(1) 各樹高階の平均樹幹に就き測點高を横軸と し、測ﾡ問の直 

徑差即ち直徑の細り を縱軸とせる勲は樹高の 4乃至 ・内外の部分が 

極小で、之よ り 樹幹基部並に樹冠部に向つて漸増 し、横軸にﾡして 

凸なる線を示して居る。本線け極小ﾡよ り左右を略々 y=α一. 

y=de+ce なる川線ご見係し得るが、本表 に は 修正せざる 原値

をひo

7

檢尺徑 
(Cm)

村 積歩合 
(2%)

檢(C尺m)1 材 種 合 
(2%2

10 74.1 25 90.3

11 73.0 26 91.6
12 73.2 27 92.7

13 73.7 2s 03.0

14 74.9 29 95.0

15 76.2 30 96.2
16 77.G 31 97.2

17 79.1 32 98.2
1s 80.6 33 99.0
19 S2.1 34 100.1
20 S3.5 35 100.9
21 S5.0 30 101.9
22 So.5 97 102.6
23 S7.s 38 103.5

・ 2! 89.1 39 104:3

平 均 88.8

(5) 三応ﾡ氏の樺太保日試ﾡ林にがける トドマジゃ エゾマジ
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常細 ら ご 見做す こ ご は大過な い。
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第9ィ表 本道に於け る針葉樹伐痕高一例

II 通iﾡCず) 供試本致 伐 痕 高 C寸) 摘 要

10 5 18.2 ﾡ走替林画署神 内 に於け る 昭

11 8 20.S 和3年度官行研代木に開する

12 18.6技師原田泰氏調査資料 よ リ計

13
23992

18.1算す。

14 40 17.7
15 44 20.0
16 G1 19.4
17 52 19.4
18 50 20.8
19 34 20.5
20 33 20.7
21 24 19.8
22 30 22.3
23 27 21.5
24 16 21.0
25 11 24.3
26 12 23.7
27 10 22.4
28 5 27.0
29 6 28.7
3c s 26.4

wQ仁



(4) 支付不均ﾡ ご 檢尺徑 ご の 阿係はﾡ和11年度官行研伐 ドド

大、中丸太には次の延寸を附す。3.7m材は 10cm. 2.8,1.9m村は 
6cm. 小丸太は延寸な し。
1.9+3.7は 探材順位1で 1.9m 材、同2以上で 3.7m 材を探村する 
ものとす。以下同所。

マ ッ 3.7m材1.040 本 よ ら 査定せる % ので、前記直ﾡの細りに供 し 

2責料ご相違するが、之ご地ﾡ、朴況がﾡ々等しいから同一資料ご 

見做 した%ので、 の如き 商線式で示 し得る。

校人役 DH=-0.3943+0.9702DBcm(標準誤差士0.45lcm)

(5) 次に本資料は直接採材丸太に就いて査定せ ろ %のでないか 

ら、丸太の採材末端•の位置及び どの程度の梢殺部位迄 3.7m 材が探 

材 し得る か判然 して 居ない。即ち 小丸太 協八ﾡ 8em ﾡ探材し得 る 

が、著 しい梢殺木では枝條の 除去 に勞費 を 要するここ が多 いのこ、 

短材で探材した方が長材を探る ょ 6 %、簡表面上の材ﾡが反つて大 

ごなる 矛盾をず るのど、又節の多い梢殺丸太は製材上不利な る を

5cm, 即ち間當 L5 寸以上は 3.7m 

2m 常 5.5cm, 即ち間當 1.65 寸以 

上は 3.7m の中丸太の採材を 

不能と假定して計竟したので

わる。 かく 小丸太ど 中丸太こ 

の直福の細ら に差異 を附した 

のは次の山 本博士 の式ご 採材 

の實例とを参照して決定せる

%ので、即ち末ロ徑 () を中 

央福 に換算する爲の 加 算 値 

dcm =a+1.02llacm に 於 け る 

aは次の如く iog a=2.0127+ 

0.7S8log/m で、即ち材長に 

依って變化するが、同一材で 

は 一定 であるから6 はは直紙 に 

比例して増大する。

10 11

第9っ

目 通 i 
(Cm)

従 ド 均 役 痕 高 
(Cm)

盜 然( C役m)商 摘、 -・災

59:2 45.7 第9ィ 表お資料 を 異動平均 し

22 53.9 46.3 てcm單位に換算する時.はイ：

24 54.6 46.9表の如 さ it線傾向 と な る。

26 55.3 47.4 誰然償商高 と は 伐採高低い方
28 56.0 47.9 より数へて全本数の%の平均
30 56.7 48.5価で、ﾡ価等の被 木や 倒

32 57.4 49.1木に成立せる 根」： り 木等は除

34 53.1 49.7 卜された ことになる。

3G 5s.s 50.3
3s 59.5 50.0
40 60.2 51.4
42 00.9 53.0
44 61.6 52.0
46 62.3 53.1
4S 63.0 53.7二
50 G3.7 54.2
52 64.4 54.7■:

54 G5.1 55.2
50 G5.8 55.7
5S 00.5 56.2
00 67.2 56.7
62 67.9 57.3
04 0S.G 57S

第10表 丸 太 採 材 野 (地炎よリのさm)

殊 イ ご
九 犬採村 順 位

(m 伐痕高 1 oo 4 5 G

1.9 + 3.7 0.50 2.46 G.26 10.06 13.S6 17.66 21.36
2.8 + 3.7 0.50 3.36 7.16 10.96 14.76 18.50 92.26

3.7 0.50 4.30 8.10 11.90 15.70 19.50 23.20
4.6 + 3.7 0.50 5.20 9.00 12.S0 10.60 20.30 24.03

発かれﾡﾡよ り 見て、細 り 2m常 

の小丸太の探材を不能ど し 細り

第11 イ 表

採材法と材積表の矛后 

規法に伏り 3.7m村を 

2.Sm 村に探村せ る場合

2.sm村の 3.7m 村に
村 型する村ﾡイ(2%)

檢 八ﾡ 2m 常i催の細 り

和 Ccm) 5.0cm 5.5cm

小 111 7
10 103 105
12 89 91

丸 14 90 91
16 84 s5

太 18 SG 88

中
20 s9 85
22 85 86

丸 24 83 84
26 85 86

太 2s S7 8s

同上伐ﾡ高の種換算下均値



第11。表 探材法 ・ 材積表の矛盾

不石法に依り13尺村を 9八材に探付せ る場合

檢 

尺 

御 
(寸)

9 尺 村の 12 尺 村 に

間 ?; ir 径

到のする細村 り種 步 合 cの)

(す

120.8
112.0
104.4
99.2
95.5
92.8
90.6

B 調査成 績

(1) 直ﾡの細り;野幌産 

ト ドマ ツ 丸太の直徑の細 り は

第 9 表の如く 御級、樹幹の完 

滿度並: に採材位版 の 如何に依

つて可成 の振幅 そ有するが、. 

不均して 2m常 2.69cm, 即ち 

間 常 8.07 分である。本調査 

の小丸太の細 り の大であ ゐ の 

は大、中徑木の梢殺な樹幹上 

部か ら 探材せ るるの が多 い 爲

で、撫育問伐を對象とする完 

滿な側塵木の伐採利用が多い 

場合に一小ごな り得る5

第12表
間省直征の細 り ()

然し山本博士の算出式る第12炎の如く ・ 徑.級小な る小丸太には適合 

せざるﾡか ら見て、本調査値が必ず し %信備して居る とは稱し難い。

.(2) 檢尺徑 ご 平均徑 ご の關係 : 野幌産 ・ド～ ッ 丸太 8.7m材の

檢反徑 と 皮無不均ﾡ ご の 關係は次 の 如き•直線式で表示 し得る。 Da 

cm=0.3452+1.0226D:cm (Da寸=0.1046+1.0220Ds寸) 蓋し樹幹

12
13

1.2 1.4 1.6 1.8

108.8
% 

114.1 ・ 120.3
4 99.2 103.0 108.0
5 94.1 97.5 100.9
6 90.s 93.5 96.3
7 88.4 90.8 93.1
8 80.7 8s.7 90.8
9 S5.3 87.1 88.9

(14 八もの)

檢尺徑(寸) ii件.の細り 
C2 摘 要

3.0 1.11 山 木:の
3.5 1.03

資料に依る4.0 1.03
4.5 0.94
5.0 0.94
0.0 0.8G
7.0 0.94
8.0 0.94
9.0 0.86

10.0 0.94
11.0 0.94
12.0 0.94
13.0 1.03
14.0 1.03
15.0 0.94
10.0 1.03
17.0 1.11
18.0 1.11
19.0 1.03
20.0 1.20

前面iの心は樹所よ め も局所的地况、林況の相違に影響せら る ゝﾡ 

が多いから、 本値のみで本i産針葉樹北大そ御し得ないが、eE往調 

査 ご近似す ゐから 大過ない敷価 ご 見做 し得 る。

第 13 表 短福 ご 平均徑 ごの開係

D=0.3452+1.0226Ds cm

最 短 従 平 均 役 賞t測値と 算
ﾡ 級 ﾡ 試 本数 實 測 価 t 測 価 算 出 値 出価との差

(Cm) (Cm) (Cm) (Cm)

3 0 S.00 8.91 8.53 - ・ 0.3S
10 5 9.64 10.24 10.20 - 0.04
12 19 11.88 12.16 12.49 + 0.33
14 35 14.(G 14.64 14.72 + 0.08
16 52 15.7S 16.2S 16.48 十 0.20
1s 70 17.79 1S.36 18.54 + 0.18
20 68 19.24 19.98 20.02 + 0.04
22 ・ 63 21.81 22.59 22.65 - 0.06
24 60 23.84 24.G6 24.72 + 0.06
26 67 25.85 26.94 26.78 一 0.16
2S S4 27.S5 23.97 28.82 一 0.15
30 66 29.38 30.74 30.85 + 0.11
32 72 31.02 32.94 32.99 + 0.05
34 55 33.97 35.23 35.08 一 0.15
36 75 35.75 36.S4 36.93 + 0.09
33 42 37.70 38.84 38.90 + 0.06
40 55 39.7S 41.00 41.02 + 0.02
42 42 41.84 42.98 43.13 + 0.15
44 29 43.7S 45.53) 45.11 - 0.42
46 31 45.0S 47.13 47.06 -0.07
48 1S 47.67 49.83 49.G9 - 0.74
50 8 49.76 52.38 51.23
52 8 5515.59・1 53.09 53.43 +

10..1354

54 6 55.67 55-44 一 0.23
56 2 55.S0 57.70 57.41 -0.29
58 ̶ ̶ — ̶
60 1 59.30 59.90 G0.99 1.09
62 -- — --- --
64 1 64.50 65.40 66.30 + 0.90

標 準 景 ﾡ 0.4204cm
: 然ﾡﾡ 0.2835cm

二 
十

3.78
3.70

以上に依り 前記の如く 布定せる 直徑の細り を以つて 3.7mオの細 

り ご個定する こどは大過など思ふo



第 14 表

末口徑 わ 央ﾡ に換算する 為の加算數値 ccm

oゲ 3 4 5

10～60cm 1.9～2.9 2.5～ 3.5 3.1～4.1 3.7～4.7

間］常 り に 換算せ る it代 の 細り cす

3～1お寸 1.14～1.74 1.00～1.40 0.93～1.14 0.:9～1.13

直箱の細 め は材積計算の規準を なす % のであるか ら、eE往の代用 

又は調査値を併記して 、 之が影響程度を檢討して見よ う。 '
・

A) 御林方 ～法; 從來民問慣用 の 尺 べ材種法で、商紙 の細 ク 

を問常1寸ご して計算 して居る。

I) 赤森管林局の舊慣用法； メート ノレ法施行以前慣用の % のでヽ 

未口徑を中央徑に換算す %のに間常ら 1 寸内外の公率を加→る。

6～18尺るの……1寸; 19～27尺%の……2寸.

C ) 高知密林局に於け る術用法 ; 本法は木口ﾡを小央征に換 

算する のに次の數値な加へる。就中 2.。 間 %のゝ 加算位は野幌産 卜 

ドマ ッの細 り ご略々等しいo

1 .0間% の 0.42寸長 2 間以下の丸太に加算す る 数価 ..
20N%。 ostyJ(047*)

2 .5間 % の 0.90寸 (0.006 * 八 )

D ) 山本和藏氏調査値 : 末ロ徑 (dcm) を 中央ﾡに換算す ゐのに 

次 の.如 きicmz 加→る。本価は 第 14炎の如く同 一材長 でtは 直ﾡ に 比 

例して増大 し。义同一檢尺徑でに材長に逆比例 して長材程漸減す ゐ 

が、野幌産トドーッにし稀々過大である。

E) 清野要氏調査値； 清野•氏の秋田の杉、清森の槍に關する調 

査価は次の如く で野幌産 ・ドマ ッ ご略々等しいo

第 15 表

丸太 の i徑 の 細 ら

F) 現行規格法; 現行規格法では末口檢尺徑に對 し丸太材長に 

應じて定數を加へ、中央徑に換算 し、Huber 氏式に依って算出 して 

居 る。この定数を面ﾡの細り と 見做す ときは 3.7m の 丸太材 に對 し 

1m 當 1.62cm, ﾡち間常 0.97 寸の細り を示して居る。

G) 石法 ごi衝の細 り； 平石法は末口檢尺徑の 自乘が中央斷 

面種 に等 しいビ 言ふﾡ定 のるご に算 出 し て 居 る から、檢又徑、中央 

ﾡ間の細 ) xﾡ理上次式 よ ) 海近法で算出 し得る。(d+x*T/ 
。 4

=ム =0.127d 従ひて間常直催の細 り はは =0.127dテー (仙 し 

I丸太材長、間N位) ごなら、即ち檢尺徑の大小に左右せられ 、

14

村 長 m mi細り (cm) 間お細り (す)

秋 I ス ギ 2.0 1.S～2.1 1.0S～1.2G

. ・ 同 3.9 1.3 0.7S

消ﾡ ヒ パ 21 1.S～2.6 1.08～1.56

同 3.0 1.5～1.6 0.90～0.97
c'、・

向 :.9 13～15 0.7S～0.90

V 平石法にﾡする検

平石法に於ける誤差の據って起る諸熱、即ち直徑の細う、檢尺徑 

ご均ﾡごの閲係。iﾡの大小。材長の長短、括約の各因子に就て

説差の影響程度 そ 協討す る 必要が ある。

(1) 直 徑 の 細 り



(2) 検尺径の大小

商ﾡの細 "及び材長同一の丸太に關 しては不石は Huber式算 

出材ﾡにし、第16の如く、福殺小なるるの程過小に、従級大な 

a % の程過大に查定 さiれる こ ご はは前記細 りの理より自明である。

(3) 檢尺役 と 平均徑 との関係

檢尺面は檢尺徑 ご 之に直 な る 直徑 ご を 不均せ a i硫に等 し ご 

見做 されるから、依八ﾡの みで布定せ ゐ材ﾡけ常に右雨者の逃だけ 

過少ごなつて居る。野幌産トドーッ北太のﾡ短征ご本均御ごの差の 

材積に及ぼす影響 2 第 内 口 表の力 । く であ る。平石法は檢尺徑の自乘 

に材長を飛ぜる % のであるか ら Huber氏式に止して本説ﾡ差の影響は 

ール大でわる。檢尺斷面.の偏心は樹種よ め も局所的立地條件や林分 

の構成戦状態に影響せらるゝが多いから、第1Sイ表の渡逆、消野 

氏 の訓査価はは 本道産針業樹丸太の 上にる塗考ごすべきるので、即 

ち檢尺徑 13 寸の誑差率は平石材積に對 し -4.1 り-6.14 で、権し 

て野幌産 トド ッご 大造無 きを示して 居 る。

第1S ィ 表

檢又徑 (x) と 平均得 (y) ごの開係

關 係 式

y=00S305+1.0159x す 
yem=0.25i7 +1.0159cn.

ycm=0.2938+1.01S75xcm 
ycm = 0.0750 +1.02595xcm

ycm = -0.0145 +1.02995xcm 
ycm=0.1115+1.0297 xcm 
yenl = -0.3785 + 1.0533xcm

ycm = 0.3452 + 1.022Gxcm 
y寸=0.1046+1.0226x寸

摘 要

清野要氏加査、面じ称、

(1山前i材本i合算上価の査料上 りH)

逸企氏別査

淸野要氏調査

ycm=1.035xcm

16 17

12八 % のでは第17 表の如く 依八役7-8 寸 で前記の調査並に慣用の 

細り ご略々合致する。

第16 
不石法に於け るﾡ理上の直ﾡの細 ) 

12八ものの 間i 細 り

検八ﾡ (寸 it催の細 りC寸う 検八ﾡ (寸 直徑 の 細 りC寸)

3 0.3s 12 1.52
4 0.51 13 1.65
5 0.64 14 1.78
6 0.76 15 190
7 0.s9 16 20.3
8 1.02 17 2.16
9 1.14 18 2.28

10 1.27 19 2.41
11 1.40 20 2.54

第17表

平石 法 ご Huber 氏 式材積ご の 合致す る寸目 (軍位す)

常 り 禅 の 細 り 寸)

0.6 0.8 ・ 1.0 1.2 1.5

6 2.36 3.15 3.94 4.73 5.91

9 3.54 4.73 5.90 7.09 8.87

12 4.72 6.30 7.87 9.45 11.83

15 5.90 7.88 9.84 11.81 14.79

村

スギ、テカマッ 、ッか、
ヒノキ、 ヒバ モ ミ、
オズコ ド 均

ヒバ、 スギ 平均

秋 ス ギ 3.9m村

同 2.1m材

靑 森ヒバ 3.9m材
同 _ 3.0m才

同 2.1m材

野幌 トドマ ッ 3.7m村

平石材積ど Huber氏式算出材積どの合致する寸目は第17炎の如く 

直ﾡの細り大なるﾡ大ごなめ、細り小なる程小どなつて、則ち12八 

%のでは間常細め 08寸のこきの合致する寸目 6.30 寸であるが、 

細 め 1.2寸のごき は 9.45 寸こなる。



(4) 丸太材長の長短

前記平石法に於ける數理上の直徑の細り x=0.127d〇- (/=丸 

太材長,間) は材長に逆比例するから、平石材積も同樣に材長に逆比 

例して、第17の 如く 長材程過少に、短材程過大 に査定せ られる。

(5)括 約

本道林産物檢査は 寸止端數切捨なる 為に、現行規格法よ り %ール 

括約に依て材積が過少に査定せられる。例へぱ檢尺徑 5 寸の丸太に 

は 5.0 寸 よ り 5.9 寸返の各直ﾡが包括され、之等が等配的にする 

% のごすれば、第10表の如く 寸止端數切捨に依 つて 平石材積は 16.1 

%過少に査定される。寸止は括約單位が大であ るか ら徑級小な る % 

の程共影響を被る こで 那大で ある。

(6) 平石法に於ける誤差の總括

野幌産トドッ13八るのに就て前記各ﾡの誤差を線合するに、第 

20, 21 表の如く 平石 ご 材積ご の合致す る 寸 目 は 14.14寸(42.85cm) 

で 旣往調査値に略々近似 して居る。木表よ り不石法の説差の影響 

範岡 をﾡふこごが出楽る。即 ち小行法に依 る 材積は これよめ 徑級小

ごなるに従ひ過少に、ﾡ級大ごなるに従ひ過大ごなつて、個々 の丸 

太では 誤差の偏倚振幅が可成 め 大でわるが、總体の平均誤差は僅少

である。次 に石 法 に依れば短尺材は 長 尺材 に 比 し 過大 に査定 さ れ 

ゐが、短尺材は第 % 表の如く 槪 して兵尺材よ ら え産 徑の細力 が大で 

あるか ら過大ごなるﾡれは多少級和されるのである。

18 19

第18ロﾡ

不石材磁にﾡ る檢尺徑と平均徑との差の百分率 

野幌産 ト ドマッ12尺もの

檢尺徑 (寸) -- o0/ ﾡ八刊 Cす) - %

3 11.8 12 04
4 10.0 13 6.2

5 8.9 14 6.1
6 8.2 15 6.0

7 7.6 . 16 5.9
8 7.3 17 5.8
9 7.0 1s 5.8

10 6.7 19 5.7
11 6.5 20 5.6

不石材荷にﾡす る 寸止括約誤差率

檢尺徑(寸) - % 檢尺径 (寸 - 2
3 24.9 12 7.9
4 10.5 13 G.G
5 16.1 14 6.2
6 13.0 15 5.8
7 U.S 16 5.4
s 10.5 17 5.1
9 9.4 1S 4.s

10 S.6 19 4.6
. 11 7.8 20 44

第 19 表



第21表

平石法 に依 る 材積誤差 率

野幌産 ト ド ッ12尺 も の :山ﾡの細 り I問t0.S07 す

Huber 氏 
検ﾡ式 材税

平 

村

石 

税
(寸) (石) (石i)

Huber氏式村研に釣す るﾡ(%)

ド石法に 
依るﾡ泥

検役の 
個心に 
彼る課注

累 it

賞村税に 
対するﾡ 
ポ相合計

C%)

Huber氏式材税は様八ﾡに直役の細 リ を加へて換算せる小央役の叫面税 

に材を深 じて算出す。

ﾡ八ﾡの個心に依る課ﾡ相はﾡ八催 と 平均催 と の差の檢尺材積に對す る 

摘要 百分率 と す。

賞t材私に到する調ﾡ準とはHuber氏式材積を 100% と し、之に同式にが 

け る括約及び檢尺符の偏心に依る 線弟率を加算せる實積率で、1Huber氏 

式材積に列する誤；広率累計を除せ るものとす。

ﾡ リー

心も

和例の

訓

査

例

22 直征の細り ご丸太材長ごの開係表

20 21

寸止折約 
に依 る 
ﾡ 準

3 0.1306 0.108 -20.94 - 19.69 - 9.33 - 49.96- 38.22

4 0.2178 0.192 -11.85 - 17.19 - 8.82 - 37.86 - 30.07

5 0 3178 0.300 -5.60 - 15.20 - 8.40 <-29.20 - 23.84

6 0.4367 0.432 -1.08 - 13.45 - 8.11 - 22.64 - 18.88

7 0.5744 0.588 + 2.37 -12.08 - 7.80 -17.57 -14.87

8 0.7310 0.768 + 5.00 -11.03 - 7.07 -13.64 - 11.00

9 0.9065 0.972 + 7.23 - 10.08 -7.51 - 10.36 -8.97

10 1.1007 1.200 + 9.02 - 9.33 一 7.37 - 7.73 - 6.76

11 1.3139 1.452 + 10.51 - 8.62 - 7.94 -5.35 -4.70

12 1.545s 1.726 + 11.79 - 8.05 一 7.12 - 3.38 - 2.98

13 1.7067 2.028 + 12.87 -7.45 - 7.02 - LG0 一 1.40

14 2.0004 2.352 + 13.82 - 7.06 - 6.94 -0.18 - 0.16

15 2.35i9 2.700 + 14.65 - 6.65 - G.SS + 1.12 + 1.01

16 2.6623 3 072 + 15.39 - G.2: -- 6.82 + 2.34 + 2.11

17 2.98S5 3.468 + 1G.04 - 5.92 - G.76 + 3.3G + 3.04

18 3.3336 3.sss + 16.63 -5.60 - 6.71 + 4.32 + 3.02

19 3.6975 4.332 + 17.16 - 5.39 一 G.05 + 5.12 + 4.65

20 40303 4.800 + 17.64 一 5.18 -6.59 + 5.87 + 5.35

村

平石材積 どご 材積ご の合致す る 寸 目 (寸)

種 itt 御の細リ

檢 八 催 o 価i 心 間 $ S分 I 荷 1 寸

野 幌 産 卜 r マ ッ 
D = 0.1046+ 1.022G Ds 寸 14.06 15.97

•清 野 氏 式
Da=0.0s31+1.0159Ds寸 12.74 14.6S

渡 Da=1.035氏Ds寸式 14.07 16.1s

"村1士: 上ワッ tnto 13.3

海 野 氏 秋 m 杉 3.9m 村
13.5 

(40.icm)

野幌産 ト ・ マ ッ 12八もの 4.14

第

北大村長 # 和 米賞細リ 
(Cm)

Ii細 リ 
(寸

摘 要

秋 m 杉 1.8～2.1 1.0S～1.26 清野氏訓査

2 m
消 森 ﾡ 1.8～2.6 1.05～1.56

秋田杉 1.3 0.7s
3.9m

普 森 ﾡ 1.3～1.5 0.78 ～0.90

2 m
杉、松、

2.30 1.38 山本氏訓査 

仙し検八種30cm と す

3 m 扁柏、根、 1.93 1.16

4 m
他

1.75 1.05

第20表



W 現行規格法に對する檢討
現行規格材積ご野幌産 ト ドマツ丸太T材積どのの百分率

現行規格法は前述のや う に檢尺徑に定數、即ち直徑の細り そ加へ
・

て中央ﾡに換算 し、Huber 氏式で求積せる % のである。この直福の 

細りは 8.7m材では 2m常 3.24cm,間常 0.97 寸で、略々eE往の調 

査並に慣川値に近似して居ろが、前述の檢尺徑と平均徑との差によ 

る調差や 2cm止端敷切捨に依る括約説差に依て、第 24, 25表の如 

く、實績よ ら8%内外過少に査定されて居る。

第 '23 表

現行規格材積に對す る 2cm止括約説差率

第 25 表

現行規格材積の賞材積に對す る 調差率

3.7 m 村

現行規 析 材 積 に ﾡ す る ﾡ の百分 %

檢尺律

Cem)
括 約 課 ﾡ 

(一)

檢 尺 径 と 
ボ均任 と のﾡ 

(二)

i代の細り と 
だ数 と の 差 

(土

差T村税と

(一)

の 
計

10 16.3 10.6 7.7 19.2

20 9.0 7.G 4.4 12.2

30 G.2 6.4 3.1 9.5

40 4.7 6.0 2.4 S.3

50 3.S 5.7 1.9 7.G

00 3.2 5.5 1.G 7.1

檢尺徑 - % 檢 尺 ﾡ - %
(Cm) (Cm)

10 10.3 36 5.2

・ 12 14.1 38 5.0

14 . 19.3, 40 4.7

10 11.0 42 4.5

18 9.9 44 4.3

9.0 46 4.2

22 8.3 48 4.0

24 7.7 50 3.s

20 7.1 52 3.7

'28 0.7 54 3.0

30 G.2 56 3.4

32 5.9 58 3.3

94 5.5 G0 3.2

樹 村 長 誤差百分料C%) 摘 要

ス ギ 7 -12.0 山I本氏調査

14ク 一 9.1

ヒ バ 7ク -7.8

ク 14 - G.2

秋 m スギ 2.0m - 10.0 消野氏別責

ク 3.9ク -7.3

靑 森 =バ 2.1ク -9.8

3.0ク — 8.C

ク 3.94 -10.8

第 24 表



依つ て其材積は 可成相違す る。例へぱ優良地位の鹿閉大な る ーポ#

分を撫方間伐す る場合ご劣等地位の複府林分から主ご して梢殺な る

前者の倍以上に相當して居る。又丸太材積は事業の集約度に影響せ

らるるこ どが多 く、即ち搬出の便良き集約なる作業地に於ては多大

の労力を費して%、槍殺の部分を造材し得るが、交通不便な作業他

に於ては林地に放棄するの止む得ない場合が多い 。

23m の樹高階に於け る胸高直徑級別樹幹完滿度一覧衣

地 上

～55～7 7～99～1111～13/13～1515～1717～191～3

こ ごが多 く、第26表の如く、23m階の小丸太の直ﾡの細りけメート 

ル常 0.000～1.240, 平均 0.814cm に過ぎないが、後者は同一樹高階

の中丸太な る に拘 らずノー ト ノレ 當 1.615-2.625cm, 不均 2.096cm で、

試 
本数但

摘 要

第 26 表

務 (m)

優占木を擇伐する場合とでは檢尺徑が同一であって %、 北太のT積 

は可成相違し、即ち前者は完滿度大なる側咽木が伐採の對象こなゐ

・ MI 地元 林児・ 作業種並に事業 

集約度に依る丸太材積の相違

WIl 樹種に依る丸太材積の相違

現行の丸太求積法は各樹種を總括せる ものであるから、樹和に依

り求種法 を 異 に する 必要 なきゃ 否やに 就 て 校討の除地が あa。山木 

博士の調査資料を引用する に、次表の如く丸太材積は樹種に依て殆 

ん ど大差を見ない。但し中村博士に依ればﾡ大産ト ドッ丸太12八

%のはエゾー ッ よ め %1f種大なる傾向わるが、右は資料僅少な る ビ 

調査地がト ドマ ッの分上北方に偏ﾡして居る こごから、之に依て

トドマッ、 エゾマッのﾡ違そﾡするこご不可能でわる。前述の如

く 樹種に依る 特冇な樹幹完滿度 よ ら も、寧ろ地況、朴況、作業和、 

事業集約度に依る影響の大なる場合が多いから、樹種に依り求積法 

そ 異 にす る が如 きこご必要で無 い ご ﾡふっ

第 27 表 樹種 に依る 丸太材積の差異

14八もの (山本ヤW 士の資料よ りﾡ出)

24 25

第9と同所

cnl 2m 常 り ili 徑 の 細 リ (cm)
25 1.60 1.70 12.0 140 1.50 1.60 1.50 2.40 2.40

5 30 2.48 1.52 1.50 1.54 1.54 9.00 2.26 3.5s 4.06

35 2.32 1.89 150 1.33 1.81 1.60 2.80 3.47 4.00
9 40 2.71 2.36 1.97 1.91 2.24 2.79 3.37 453 5.51

45 3.00 2.30 1.73 2.23 2.07 3.23 4.74 409 0.3:3
50 4.35 2.70 1.75 2.70 2.40 355 5.25 0.75 6.40
55 4.20 3.S0 2.40 2.30 49s) 7.20 5.90 6.00 5.S0

未 口 ス ギ丸大 スギ九大村 積 に 對 す る ﾡ の百分中 <%)
直徑材 積 同

C寸) (石) (9) モ ミ ッ ガ マ ツ ヒ バ ヒノキ ネズコ

4 0-30858 100.0 -2.2 ̶ - 0.1 - 1.1 -11.9 - 9.8
5 0.42016 + 2.G - 0.9 - 1.1 一 2.7 - 6.0 - 2.1
6 0.54933 ク + 1.5 + 2.6 + 2.1 + 2.S + 0.4 + 1.8
7 0.72217 ク + 0.3 + 2.7 + 0.7 + 5.2 + 0.3 + 9.1
S 0.91713 + 5.7 + 0.8 -1.7 - 1.4 -1-0 + 0.4
9 1.10155 ク + 1.8 + 5.3 - 1.7 + 1.7 + 2.1 + 6.2

10 1.36790 ク + 2.6 + 1.8 - 0.4 -0.2 + 2.7 + 4.4
11 1.6475S ク + 0.2 • + 2.0 -3.4 一 2.0 -1.2 + 3.2
12 1,92396 ク -1-1.3 + 0.2 一 0.9 - 3.0 —3.0 + 7.0
13 2.27742 ク -- 1.9 - 1.4 - 4.3 - 3.2 - 7.6 ̶
14 2.68587 - 5.1 - 5.4 - 2.6 - 4.3 -10.5 + 7.1
15 2.9432J - 2.7 -0.7 - 1.0 + 1.8 - 5.8 + 6.6
16 3.38370 ク -0.3 - 0.9 + 0.0 -5.5 -1.6 ̶
17 3.88090 ク - 5.5 -4.1 — 5.5 -5.4 - 0.2 ̶
18 4.27045 - 4.1 -1.4 - 3.4 - 4.2 — ̶
19 4-60794 ク + 2.4 + 0.2 + 1.S — - 1.6 —
20 5.31594 ク - 3.3 - 0.6 一 7.4 •.ー -0.4 .—

同一樹種の丸太であっても地况、林况、作業林並に事業集約度に



る。 = 丸太材長 (=寸の校征にﾡする %のの不石材種石、

N' 平石法 七九掛法と現行規格法との開係.

現行規格法は檢又徑に定數を加へ中央徑に換算し、Huber氏式で 

求積 して居るから、不石法 ご 現行規格法 こ の 關係 は 前記 Huber 氏式 

求 積 法ごの 關 係 か ら 推定 し得 る が、規格法は 丸太長 のメート換 

算が 10em 括約 なる 為に從來の,尺 と一致せず、’ 且つ 檢火 徑 が 2cm 

(0.66寸) 括約なる 為に平石法の 1 寸括約と 多少相違す a こご等に依 

り 簡單に平石材積に換算する こと は不可能で、 の如き計算法を要

する。檢尺徑 Dem の丸太材積G=ペ42キダ4 ":ク=Dem 内に

合まるる 4寸、4寸(4+1寸) の本数で、雨者の合ﾡ本救は66でわ

』ち依2種止端敷切捨であるから、協八御 Dem に屬する端數 

が括約位 2em 間間ち66ﾡ間に等配的に存す る ご すれば、1ﾡ目を 

1本ご見催し66本する理であ る。 今これを例示すれば次の如く 

でのろo 、

〔例〕 檢尺徑 32em,材長 3.7m な る 丸太材積に相當する 本石材積 

そ求む。檢尺徑 32cm (10.56寸)中に10寸にﾡする %の 11.00- 

10.56=0.44, 即ち 44 本で、11 寸にﾡする %のは 10.56+0.66-11.00 

=0.22』ち22本であ る。 故に 32cm の換算石材積を Vッすれば V= 

190※生読計※2=1293 石、従ひて協人額 32cm の37#の立

方米常換算石數は 1283+0.363 3 3.537 石ごなる。

以上の方法に基いて、現行規格材積を平石並に七九掛材積に換算 

すれば第29表並に第30表の如 く で、I ら 1 立方米=3.5937行であ a 

から本石ご 規格材積 と の合致す る寸目 は9.7m材では 84.2em(11.3寸)、 

2.8m材では 29.0cm(9.6寸) 内外で、これよ り 徑級小なる程過少に、 

徑級大なる程過大に査定せられる。次に規格材積の七九掛材積への 

換ﾡ準は、第30表の如く、北海道盛 と 帝室林野局 と で相違する のは 

夫々の所管區域の地况：林况及び交通便否の相違等も一因で、帝室 

林野局の大丸太の換算率が一層大なのは主と して御料林の方が立地 

ﾡ件に比地較的ﾡまれ、概してﾡ級るール大なる傾向あ るここ (に時因 

する %のご思れる。又小丸太の換算率は帝室林野局の方が過少で 

あ ゐのは御料林は比較的交通便利な地方に多 く、從て採材の集約度 
・ ・ I -

を一層期待し得る こごが一因と思はれる。

26

樹和に依 る 丸太材積の差興

(12尺もの : 不石材積の賞村積に対する百分料)

檢 尺 徑 (サ) ト ドッ 

(%)
エゾマッ 

(%)

ト ド マ 'ッ 
エゾマツと

• C%2

と 
のﾡ:

4 55.7 51.9 + 3.8
5 0S.4 67.1 + 1.3
6 79.7 79.7 0.0
r( S2.3 S7.3 一 5.0
8 82.3 s1.0 + 1.3
9 89.9 s4.s + . 51

10 89.9 S7.3 + 2.6

11 96.2 94.9 + 1.:
12 101.3 91.1 + 10.2

13 98.7 97.5 + 1.2
14 '103.8 97.5 + 0.3

・ 15 105.1 98.7 + 0.名

計 895 87.1 + 24

要 P村博士の養料上 り 算出す

第28表



第 30 表

現行規格材積ﾡ不石材ﾡの石換算並立方米換算季表

現 行 規 桁 材 積 1立方米の石数

28

L9 2.8 3.7 4.6

徑 \
・Cm \

石 数
規材税 
に対する 
歩金 %

行 数
規材預 
にﾡす る 
歩合 2%

石 数
規村積 
にﾡする 
歩合 2%

規材税 
石數に到する 

住 2%

10 2.457 68.3 2.314 64.4 2.160 60.2 2.015 55.9
12 .3.080 85.71 2.962 82.4 2.777 77.3 2.640 73.6
14 3.026 8-1.2 2.908 80.9 2.760 76S 2.626 73.1
16 3.048 84.8 2.910 81.0 2.804 7s.0 2.676 74.5
18 3.430 95.4 3.338 92.9 3.204 89.2 3.084 85.s
20 3.326 92.6 3.267 90.9 3.140 S7.4 3.035 84.5

22 3.337 92.9 3.287 91.5 3.175 8S.4 3.072 85.5
24 3.018 100.7 3.501 99.2 3.450 96.0 3.353 93.3
26 3.533 98.3 3.46S 96-5 3.37S 94.0 3.2sS 91.5
28 3.539 98.5 3.499 97.4 3.419 95.1 3.326 92.6
30 3.731 103.9 3.0S7 102.6 3.G19 100.7 3.527 98.1
32 3.646 101.5 3.606 100.3 3.537 98.4 3.458 96.2
34 3.682 102.5 3.653 101.7 3.585 99.8 3.5092 97.5
36 3.827 106.5 3.787 105.4 3.728 103.7 3.653 101.7
38 3.740 104.1 3.714 103.4 3.052 101.6 3.5S5 99.S
40 3.783 105.3 3.754 104.5 3.707 103.2 3.641 101.3

42 3.883 108.1 3.855 107.3 3.812 10G.1 3.744 104.2
44 3.799 105.7 3.790 105.5 3.741 104.1 3.684 102.5
46 3.855 107.3 3.841 106.9 3.797 105.7 3.741 104.1
48 3.922 109.1 3.916 109.0 3.S71 107.7 3.818 106.2
50 3.852 107.2 3.850 107.1 3.811 106.1 3.760 104.6
52 3.912 108.9 3.910 I0S.8 3.874 107.8 3.822 106.4
54 3.953 110.0 3.957 110.1 3.922 109.1 3.875 107.8
56 3.895 108.4 3.893 108.3 3.S66 107.6 3.820 106.
56 3.959 110.2 3.961 110.2 3.934 109.5 3.889 108.2
60 3.988 111.0 ・ 3.992 111.1 3.964 ・ 110.3 8.923 109.2

62 3.934 109.2 3.934 109.5 3.908 108.8 3.870 107.7
64 3.996 111.2 4.004 111.4 3.981 110.8 3.944 109.8
06 4.008 111.5 4.021 111.9 4.000 111.3 3.062 110.3
68 3.952 110.0 3.969 110.4 3.947 109.8 3.914 108.9
70 4.027 112.1 4.045 112.6 4.025 112.0 3.991 111.1
72 4.030 112.1 4.046 112.6 4.02S 112.1 3.996 111.2
74 3.976 110-6 3.994 111.1 3.979 110.7 3.949 109.9
76 4.053 112.8 4.075 113.4 4.061 113.0 、4.030 112.1
78 4.044 112.5 4.065 113.1 4.053 112.8 4.025 112.0
80 3.997 111.2 4.018 111.8 4.006 111.5 2.979 110.7

七 九 掛丸 太 材 科 石 換 算 表

N 現行 拠 格 村 刊1立方米の石數

官行材松丸太换覚率

在 \ 1.9 2.S 3.7 4.6
Cml \ 道 略 市林野ル)

10 1.941 1.706 1.592
12 2.4:33 2.340 2.191 2.091
14 3.:91 2.29S 2.180 2.074
16 :.408 2.299 2.315 2.114 2.30 2.16
1s 2.709 2.637 2.531 2.436
20 2.627 2.5S1 2.481 2.397

23 2.636 2.597 2.50S 2.427
24 2.S5s 2.81G 2.726 2.649
26 2.791 2.740 2.609 2.597
2s 2.796 2.764 2.701 2.627

30 . 2.950 2.913 2.s59 2.786 2.s2
32 2.Ss1 2.849 2.794 2.732
34 2.909 2.8S6 2.S92 2.766 2.s3
36 3.024 2.992 2.045 2.886
3s 2.955 2.934 2.885 2.832

40 2.989 2.905 2.929 2.876
42 3.06S 3.04G 3.011 2.958
44 3.001 2.694 2.956 2.911
46 3.046 3.034 3.000 2.956
48 3.098 3.094 3.05S 3.010
50 3.043 3.042 3.011 2.970
52 3.090 3.089 3.060 3.019
54 3.123 3.120 3.098 3.00:
56 3.077 3.075 3.054 3.01S
58 3.12s 3.129 3.10S 3.073
60 3.151 3-154 3.132 3.100 3.02 3.12
62 3.100 3.108 3.088 3.058
64 3.157 3.104 3.145 3.116
66 3.100 3.177 3.100 3.130
68 3.123 3.135 ::.119 3.092
70 3.182 3.195 3.180 3.153
72 3.184 3.197 3.182 3.157
74 3.141 3.156 3-143 3.120
76 3.202 3.220 3.208 3.184
78 3.195 3.211 3.202 3.180
80 3.157 3.174 3.165 3.144

第 29 表



論
は可成大で、」エつ偏倚して居るカム總体の平均値では槪して僅少で

本女は本道に於ける九太材積査定法の得失に開 し野幌産 トド ッ 

丸太の調査資料を経こ し、@E往の調査価をﾡご して誤差の撮て起る 

諸増を搬討したものである。

(1 ) 野幌産 トド～ ッ丸太 8.7m 材のiﾡの細り は 樹幹の 完滿 度 

や採材位式及び徑級等に依っ て可成 6 の振幅 を 有す る が、不均ノ - 

トル賞1.35ﾡ、即ち間常807分で、概 して從來の慣用値や 調査値 よ 

ら る稀々過少であ る。

本下石法 (末口 自乘法)に於ける間 り 直徑 の細り は 0.127dテ- 

(=問軍位)で、12尺るのではﾡにﾡ八ﾡの0.127倍ご して計算せら 

れるから、協尺ﾡ7寸では前記細りご略々一致するが、これよりﾡ 

殺小 ごなれる に従ひ過少に、徑級大 ごなる に従 ひ過大な 価 を典ふ 

る。而 して本値は丸太材長に逆比例す るか ら長材程過少に、短材利 

過大に査定せられる。

(2) 前記ト ド～ッ3.7m材の校八ﾡ(Ds)ど不均ﾡ(Da)どのW 
係はの如き直線式で表示 し得る。

Dacm=O.拿 52+ 1.0226Dsen (Daサ=0.1046+1.0226Ds)

本値は旣往の調査値と大差無く 、 檢尺徑 13 寸の平イ］ 材積では -6.2 

%の誤差を與ふる。

(3)本道の林産物檢査は平石法を用ひ、寸止端數切捨を軍位と 

するから、括約説差は 2cm止端数切捨を位 ごする 現行規格法 よ り 

%大である。

(4 ) 前記 トドマ ッ丸太12人%の(3.7m材) に關する 平石法 と ほ 

材積 ご の合致す る 寸目は14.14寸(42.85cm) で、これより ﾡﾡ小 ご な 

る (に従ひﾡ少に、福級大 ごなる (に従ひ過大 ごない、不石法に隣す ゐ 

既往の調査成ﾡご略々一救して居る。平石法に依る誤差は單木的に

わる。

木道林産物檢査規程では 檢尺徑 6 寸以上の丸太をﾡ象こするか ら 

著 し く 過少な値を與ふ る 5 寸以下の徑級は除外せられる。ヌ正量並 

に品等校査の勢象なる13寸以上の丸太は世積よ ら %稀々過大に査定 

される傾向あるが、 その説差は僅少で。野幌産トドマッ3.7m材で

*394 そ超ゆる % のはﾡないo

( 6 ) 現行場格材種は括約並に最短征ご4均征こ の差に依る誤差

を 算入 してないから88 内外過少 ごなつて居る。

( 6) 樹和に依 ゐ 丸太實積の相違は明瞭でな く、家ろ地、林、

作業種、 「業の集約座等に依る影響が大であるから、樹ﾡに依つて

求積法を變更する こごは殆ん ど必要 •でない。

( 7 ) 現行規格材積は檢又徑並に材長の括約の影響があ る か ら簡 

削に平石材積に換算 し得ない。規格材磁ご不石材積この合致する寸 

日は3.7m材で 34.2cm(11.3寸)、2.Sm材では 29.0cm(9.6寸) 内外 

であ る。
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